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平成 25年２月 22日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 陽 光 都 市 開 発 

代 表 者 名 代表取締役社長 田 中  忍 

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946） 

問 合 せ 先 常 務 取 締 役 小 坂 竜 義 

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表） 

 

フィンテックグローバル証券株式会社との資本提携契約の解消についてのお知らせ 

 当社は、平成 25 年２月 22 日開催の取締役会において、当社、上海徳威企業発展有限公司（以

下「徳威」という。）、思源国際発展有限公司（以下「思源」という。）及びフィンテックグローバ

ル証券株式会社（以下「フィンテック」といい、当社、徳威、思源と合わせ、「契約当事者」とい

う。）とで平成 23年 12月 19日付で締結した資本提携契約（以下「本資本提携契約」という。）に

関しまして、当社とフィンテックとの資本提携を解消することを決議いたしました。また、同日

付で、フィンテックが本資本提携契約から脱退すること及び当社、徳威、思源の３社間の資本提

携につきましては変更がないことを、契約当事者間で合意いたしました。 

 

１．経緯 

当社は、平成 23 年 12 月２日付「資本提携及び第三者割当により発行される株式の募集及び主

要株主である筆頭株主の異動及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ」に記載のとおり、

当社の財務基盤の強化及び中国において不動産関連事業を行っている徳威とその関連会社（以下

「徳威グループ」という。）との事業協力による当社の収益力強化を目的として、平成 23年 12月

19日付で、徳威グループの海外投資を統括する思源に対し第三者割当により株式を発行し、同日

付で、当社、徳威、思源、フィンテックの４社間で資本提携契約を締結いたしました。フィンテ

ックは、当社のファイナンシャルアドバイザーとして、徳威を当社に紹介し、また、思源を割当

先とする第三者割当増資に関する支援・助言を当社に対し行った経緯から、当社と徳威グループ

との事業協力の取組みがスムーズに行われることを支援するために、当社、徳威、思源との資本

提携に加わることとなりました。 

平成 23年 12月 19日の資本提携契約以後、当社、徳威、思源、フィンテックの４社で、当社の

収益力強化及び当社と徳威グループとの事業協力の取組みについて、協議・検討を重ねてまいり

ました。その結果、当社の平成 24 年 12 月期連結会計年度の連結業績は、売上高 1,594 百万円、

営業利益 144 百万円、経常利益 88 百万円、当期純利益 83 百万円を計上し、３期ぶりの黒字化と

なりました。また、平成 24 年５月には、継続企業の前提に関する注記の記載が解消され、同年

11 月には、継続企業の前提に関する重要事象等の記載も解消されました。従いまして、当社は、

安定した収益が見込める不動産管理事業を主力とした事業構造への転換が実現できたものと考え

ます。一方、当社と徳威グループとの事業協力の取組みにつきましては、平成 24年３月の定時株
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主総会において、徳威の董事長である呉文偉氏、董事である張平氏、及びフィンテックの親会社

であるフィンテックグローバル株式会社の執行役員である廖維舟氏が当社の取締役に就任し、当

社と徳威グループとの連携を強化し、当社と徳威グループとの事業協力について協議を進めてま

いりました。平成 24 年 11 月９日付「資本提携先との事業協力の進捗についてのお知らせ」に記

載のとおり、当社の収益拡大に明確な成果が表れるまでには、いましばらく時間がかかるものと

考えますが、海外で事業展開を行っている徳威グループとの事業協力を進めていくことは、当社

にとって、海外不動産取引の知識・ノウハウの取得及び様々な事業機会の獲得につながるもので

あり、当社の収益拡大の礎となるとの判断に変わりはありません。 

以上のように、当社と徳威グループとの連携が順調に進み、フィンテックは当初からの目的で

ある当社の事業支援において一定の役割を果たしたと考えていたなか、平成 25年１月 28日付「資

本提携先についてのお知らせ」に記載のとおり、フィンテックは親会社が変わることとなりまし

た。このような状況を踏まえまして、当社、徳威、思源、フィンテックの４社で本資本提携契約

について協議をした結果、本日、フィンテックが本資本提携契約から脱退することを合意いたし

ました。なお、当社、徳威、思源の３社間の資本提携契約は存続し、引き続き、当社の財務基盤

の強化及び当社と徳威グループとの事業協力による当社の収益力向上を図ってまいります。また、

フィンテックグローバル株式会社とも引続き良好な関係を継続してまいります。 

 

２．資本提携解消先の概要 

（平成 25年２月 22日現在） 

①名称 フィンテックグローバル証券株式会社 

②所在地 東京都港区虎ノ門四丁目１番 28号虎ノ門タワーズオフィス 

③代表者の役職・氏名 代表取締役 森上 克典 

④事業内容 投資銀行事業（第一種金融商品取引業者、第二種金融商品取引業者） 

⑤資本金の額 109 百万円 

⑥設立年月日 平成 16年 6月 30日 

⑦大株主及び持株比率 フィンテックグローバル株式会社 100％ 

⑧当社との関係 資本関係 該当事項はありません。 

取引関係 当社は、平成 24 年４月までファイナン

シャルアドバイザリー業務を当該会社

に委託しておりましたが、現在の取引関

係はありません。 

人的関係 該当事項はありません。但し、当該会社

の 100％親会社であるフィンテックグ

ローバル株式会社の執行役員が当社の

取締役であります。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

⑨最近３年間の経営成績及び財政状態  

 平成 22年 3月期 平成 23年 3月期 平成 24年 3月期 

純 資 産 203百万円 303百万円 204百万円 

総 資 産 204百万円 331百万円 246百万円 

１ 株 当 た り 純 資 産 18,143.92円 27,124.37円 18,216.19円 

売 上 高 44百万円 311百万円 258百万円 

営 業 利 益 △54百万円 102百万円 △99百万円 
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経 常 利 益 △47百万円 107百万円 △99百万円 

当 期 純 利 益 △48百万円 100百万円 △99百万円 

１株当たり当期純利益 △4,341.25 円 8,980.45円 △8,908.19円 

 

３．今後の見通し 

本件による業績への影響はないものと判断しております。 

 

以 上 


